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	製品名: C16orf44ウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab07714
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	応用
	抗原情報
	背景
	機能: 標的タンパク質のユビキチン化とそれに続くプロテアソーム分解を媒介する E3 ユビキチン-タンパク質リガーゼ複合体の基質特異的アダプターと考えられます。,経路: タンパク質修飾; タンパク質ユビキチン化。,類似性: 1 つの BACK (BTB/Kelch 関連) ドメインを含みます。,類似性: 1 つの BTB (POZ) ドメインを含みます。,類似性: 6 つの Kelch 繰り返し配列を含みます。,サブユニット: cul3 と相互作用します。,機能: 標的タンパク質のユビキチン化とそれに続くプロテアソーム分解を媒介する E3 ユビキチン-タンパク質リガーゼ複合体の基質特異的アダプターと考えられます。,経路: タンパク質修飾;タンパク質のユビキチン化。,類似性:1つのBACK（BTB/Kelch関連）ドメインを含む。,類似性:1つのBTB（POZ）ドメインを含む。,類似性:6つのKelchリピートを含む。,サブユニット:cul3と相互作用する。,
	研究分野
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	パラフィン包埋ヒト脾臓組織の免疫組織化学分析。1、C16orf44ウサギポリクローナル抗体を1:200に希釈した（4°で一晩）。2、クエン酸ナトリウムpH 6.0を使用して抗原賦活化した（>98°C、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈した。

